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【表紙写真説明及び会社案内】

東京セメント工業株式会社

表紙説明

　表紙写真は、東北地方整備局酒田河川国道事務所発注の日本海沿岸自動車道舗装工事に施工された道

路用高強度ＰＲＣ版（高強度ＰＲＣ版研究会）です。

　この道路用高強度ＰＲＣ版とは高強度Ｐ（プレキャスト）ＲＣ（鉄筋コンクリート）舗装版の略称で

長寿命・高耐久・高品質のプレキャスト製（工場生産したコンクリート部材）舗装版です。 

　大きな特徴として、①高強度（60N /m m 2）、②特殊なコッター式継ぎ手による連結方法、により高耐

久・高耐荷を有します。 

　また、道路用高強度ＰＲＣ版は交通荷重が特に

大きい高速道路において、軟弱地盤や締め固め不

足、又は大地震時にカルバート周辺の裏込め部が

沈下する等の道路面段差発生抑制に効果がありま

す。 

　この度の大震災でも高速道路や他の一般道共に

カルバート周辺や橋梁周辺等にて、段差が各所で

多く見受けられ、今後、この道路用高強度ＰＲＣ

版のようなプレキャスト部材の採用が復旧復興に

向けて大いに期待されます。

会社説明

　当社は宮城県の北部にある大崎地区東部に位置し、ＪＩＳ製品等道路用製品、Ｌ型擁壁、その他大型

製品まで多種にわたる製品の製造販売をしております。「緑ゆたかに…」を合い言葉に、緑の多い自然型

環境に戻し、生態系の保全を図り、美しく潤いある環境づくりをめざします。

営業品目

道路用コンクリート製品　都市環境整備製品（ＣＣＢ等含む）　　プレストレストコンクリート製品

擁壁用コンクリート製品　下水道用コンクリート製品　　　　　その他コンクリート製品

緑化用コンクリート製品　農業土木用コンクリート製品

 本　 　 社 〒193‐0931 東京都八王子市台町2丁目15番20号 TEL 042‐623‐7788 FA X  042‐625‐1777

 開発営業部 〒193‐0931 東京都八王子市台町2丁目15番20号 TEL 042‐623‐7788 FA X  042‐625‐1777

 東京営業所 〒193‐0931 東京都八王子市台町2丁目15番20号 TEL 042‐624‐5485 FA X  042‐624‐0496

 神奈川営業所 〒193‐0931 東京都八王子市台町2丁目15番20号 TEL 042‐624‐5485 FA X  042‐624‐0496

 栃木営業所 〒325‐0013 栃木県那須塩原市鍋掛1091番43‐2F TEL 0287‐62‐2340 FA X  0287‐62‐2342

 福島営業所 〒969‐0247 福島県西白河郡矢吹町諏訪の前15番地 TEL 0248‐44‐2611 FA X  0248‐44‐2614

 仙台営業所 〒987‐1304 宮城県大崎市松山千石字一本松51番地 TEL 0229‐55‐3131 FA X  0229‐55‐3139

 岩手営業所 〒028‐3304 岩手県紫波郡紫波町二日町西七久保46‐4 TEL 019‐671‐2333 FA X  019‐671‐2334

 技 術 部 〒193‐0931 東京都八王子市台町2丁目15番20号 TEL 042‐624‐5485 FA X  042‐624‐6373

 神奈川工場 〒252‐0159 神奈川県相模原市緑区三ヶ木1620番地 TEL 042‐784‐1211 FA X  042‐784‐6679

 福 島 工 場 〒969‐0247 福島県西白河郡矢吹町諏訪の前15番地 TEL 0248‐44‐2611 FA X  0248‐44‐2614

 仙 台 工 場 〒987‐1304 宮城県大崎市松山千石字一本松51番地 TEL 0229‐55‐3131 FA X  0229‐55‐3139
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１．はじめに

　東日本大震災でお亡くなりになった方々のご冥

福をお祈り申しあげます。３月11日は筆者の誕生

日ですが、さらに忘れられない日となるとともに、

東北地方太平洋沖地震なる地震名より、被害の大

きさを物語る「東日本大震災」の名で歴史に記録

され、大げさにいえば人々に永久に記憶されるこ

とになるでしょう。

　多くの方が論じているのに、筆者ごときが、い

まさら大震災のことでもあるまいという考えもな

いではない。しかし、やはり今も官民を通して土

木工学に関与し、農業工学に関わり、今日までに

岩手県沿岸の現地を４度訪れ、また阪神大震災に

際しても４度の現地調査したことを考えると、こ

の大震災について一筆認めたく、公私に関連した

ことを述べてみたい。

　「地震」と「震災」は同義語ではないので、本稿

においては区別したい。いうまでもなく、震災は

地震によってもたらされた災害のことで、大地の

揺れそのものを指すのではない。もちろん不可分

の場合はしかたないが、テレビのコメンテーター

のように同義語としては使わない。

２．未曾有

　今月１日は防災の日である。大正12年の関東大

震災に因んで、震災国の日本人に防災意識を喚起

するために設けられた日である。「天災は忘れた頃

にやってくる」は寺田寅彦の有名な言葉であるが、

その震災を忘れないためにも、全国各地で毎年９

月１日に防災訓練が行われている。

　今般の東日本大震災に際して、「未曾有」と「想

定外」なることばがメディアをはじめ識者やコメ

ンテーターから多く発せられ（あるいは乱用され）

ていた。平均100年足らずの“歴史”しか持たない

個人にとっては確かに未曾有のことであったろ

う。しかし、歴史をみると果たしてそうであった

のだろうか。地震の規模については、後述するよ

うに、貞観津波をもたらした地震はマグニチュー

ド（以下「Ｍ」）９クラスであったことが最近明

らかになった。たしかに震源の強さも大事ではあ

るが、災害を考える場合には大地の揺れ具合〈震

度〉と建造物の破損状況が指標になる。

　地震について震度をみてみると、最大震度は一

部に震度７があったが、かなりの地域では震度６

（強、弱）であった。被害をみると大都市とそうで

ないところとの違いはあるが、阪神大震災に比べ

建物の倒壊は少なく、それに伴う死傷者は少な

かった。（死者の９割は津波によるものである。）

“わずか”16年前の地震を知っておれば、簡単に

「未曾有」なることばを使えただろうか。とてつも

ない事態をみて、安易に「未曾有」を使ったので

はなかろうかと思う。

　津波について規模をみてみると、岩手県では近

年３回の大津波のうち、明治29（1896）年の明治

三陸大津波とほぼ同じといえるのではなかろう

か。三陸沿岸を走る国道45号線には、過去の津波

による浸水域が大きな看板で「これより浸水域」、

「津波はここまで達した」などと表示されている。

今般も例外はあるが、ほぼ同じ地域が浸水してい

る。

　
東日本大震災雑感「未曾有と想定外」東日本大震災雑感「未曾有と想定外」

岩手大学名誉教授岩手大学名誉教授　藤 居藤　居　宏宏 一　一　

特　別　連　続　寄　稿
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　被害をみてみると、堤防の破損がかなりあった。

建造物の損壊や施設の流亡が多く、甚大な被害を

もたらしている。阪神大震災のそれを上回る被害

が岩手県、宮城県、福島県、青森県であり、まさ

にこれは未曾有のことである。ただ、115年前には

コンクリートの堤防やビルはなかったし、家屋の

数も今よりかなり少なかったはずである。被災し

た家屋の数よりも面積でみるほうが時代を越えて

の比較になる。

　死者及び行方不明者についてみると、８月26日

現在、合わせて20,195名（死者15,733名、行方不明

者4,462名）で、明治三陸大津波のときの２万２千

人よりは少ない。

　これらからいっても、被災状況は死者・行方不

明者の数や建造物の損壊や流失の地域の広さから

いっても今般の大震災は未曾有の震災とはいい難

い。

　次いで原子力発電所の問題であるが、上述の比

較には当然のことながら、発電所の炉心溶融と放

射能の問題は入っていない。われわれ多くの者が

原発の安全神話を信じ、思考停止に陥っていたわ

けである。これについては別途改めて考えたい。

３．想定外

　３月11日以降、メディアなどで未曾有と並んで

やたらと「想定外」なることばが横行したことは

読者諸氏もよくご承知のとおりである。想定外と

いうことばを、自らの不明を言い逃れるために免

罪符のように使われたきらいがある。

　想定とは、一つは過去の例―地震では震源の強

さ（Ｍ）、震度など、震災では被害の広さ、程度

など―を考えることであり、いま一つは確率が低

く、過去の記録になくても最大の地震の強さと被

害予想を、科学的な根拠なり、理論なりを駆使し

て推定することである。

　次節でふれるように、津波は想定内である。こ

のことは前節「未曾有」で述べたこととほぼ同じ

理由である。

　筆者は平成８～15年度、岩手県防災会議被害想

定作成部会委員会専門委員という長たらしい職名

の委員を勤めていた。また同時に平成16年度まで

盛岡市の同種の委員に就任していた。そこでは震

源として、内陸型（活断層）による地震を２箇所、

海溝型（プレート）による地震を南北２箇所（Ｍ

＝7.2及びＭ＝８）について想定し、それによる建

造物の損壊数や災害対策を検討した。

　今般の地震は広い震源域で、少し離れた３箇所

でごく短時間に連続して起こったものである。そ

のうち宮城県沖のものが最も大きく、Ｍ＝9.0であ

る。３つのうち最も北の震源（Ｍ＝８弱）が、前

述の海溝型の南側の震源域の南東端に位置してい

た。この部分だけみれば、想定も的外れとはいえ

ないが、全体についてみれば、残念ながら今般の

地震を想定していたものではない。その意味では

「想定外」である。

 

図　東北地方太平洋沖地震の震源

４．歴史に学ぶ

　地震の規模について、貞観津波をもたらした地

震が巨大なもの（M ＝９）であったことが判明し

ている。たしかに震源の強さも大事ではあるが、

前述のように災害を考える場合には大地の揺れ具

合と建造物の破損状況が指標になる。
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　宮城県における津波の被災範囲は貞観津波のそ

れにほぼ同じであったことを考えると、今般の津

波は想定外というのは問題である。学者、行政官

の不実と彼らをはじめ我々の不勉強を露呈したに

他ならない。想定しようとした人もいたのに（下

記参照）、その考えを否定しておいて、想定外も

ないものである。想定外というのは想定除外の意

味なのかと皮肉りたくなる。

　以下は参考のために、インターネットからコ

ピーしたものである。

…………………………………………………………

　2006年に原発の新耐震指針を制定したのを受け

て耐震性評価のための専門家委員会が09年６月に

開かれた。その席で地質学の専門家である独立行

政法人「産業技術総合研究所」（茨城県つくば市）活

断層・地震研究センターの岡村行信センター長が

869年に三陸沖を震源とする貞観（じょうがん）地

震が発生した際、大津波が仙台以南にも押し寄せ

たと指摘した。 同委員会は貞観地震に触れていな

かったので、これに岡村氏が疑問を呈し、想定の

変更を繰り返し求めたが、保安院や東電は今後の

検討課題として先送りした。

…………………………………………………………

５．コンクリートは強い

　最後にわれわれと関わりの深いコンクリートに

ついて述べてみたい。

　筆者は国交省岩手ブロックと岩手県県土整備部

の公共工事の総合評価に関わっている。その関係

と阪神大震災のときと同様にコンクリート構造物

の被災状況を検分しようと４月半ば陸中海岸を訪

れることにしていた。その矢先、前述の国と県で

一緒に仕事をしているＩ氏（元大学教官）より、私

がコンクリートに詳しいことを知ってか、しきり

に「コンクリートは強い！」といわれた。「先日、被

災地をみて、その観を強めた」と。筆者は10ｍ超に

津波で壊れた？と話題になっていた宮古市田老町

の俗称「スーパー堤防」（あるいは「万里の長城」

といわれた）を最初に見ることにした。スーパー

堤防といっても昨今、事業仕分け問題にもなった

大量盛土の堤防のことではない。ここの堤防は二

重構造になっていて、最初からあった海側の堤防

には水平継目で破断して壊れたところもあった。

陸側の台形断面の堤防は基本的には堅牢であり

（写真１）、一部で越波による内側法面のコンク

リート面がずれ落ちて崩壊していた。（写真２）

　他の地区でも破断したコンクリート堤防を見た

が、鉛直継目で切れてブロック（壁体）で移動し

ていた。それらのうち壊れたものは、移動中に他

の構造物にぶつかったり、ブロック同士の衝突に

よると思われる。

　壊れたのは、構造体の問題〈設計と施工の問題〉

であって、コンクリート材料自体によるものでは

ない。すなわちコンクリート自体が波力で破断し

たのではないということである。それゆえコンク

リート堤防が壊れたからといって、われわれは萎

縮することはない。

 

　　　写真１　損傷のないスーパー堤防（天端）
　　　　　　　堤防の両側は津波による被災地

 

　　　写真２　スーパー堤防の内側法面の崩壊

―　３　―
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６．おわりに

　後半には筆者自身の経験をも記すつもりであっ

たが、ついつい未曾有や想定外に筆が走ってし

まった。書きはじめの構想“稿想”からいえばま

さに想定外でした。

　災害を復旧し、被災地域が一日も早く復興して、

被災者の生活が復元・安定することを願っていま

す。

〒９８０‐０８１１　仙台市青葉区一番町４－１－２５東二番丁スクエア１２F　電話０２２－７１１－５７１0
http://w w w .um cc.co.jp

「かたさ」から「しなやかさ」へ。　

宇部三菱セメント  キャラクター　
セメントくん　

「しなやか」な発想で品質重視　

宇部三菱セメント株式会社　
東 北 支 店 　
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平成23年度公共事業予算概要について

広報・経営調査委員長　加　藤　　寛　

　平成23年７月29日（金）東北地方整備局２Ｆ大

会議室において平成23年度　建設資材対策東北地

方連絡会が開催されました。青森県が開催予定地

でありましたが、このたびの東日本大震災のため、

変更となりました。初めに、国土交通省　土地・

建設産業局の内田欽也労働資材対策官より、平成

23年度建設投資及び建設資材需要見通しについて

説明があり、特に東日本大震災の災害廃棄物対策

や、需給の逼迫が予想されるアスファルト合材の

安定化方策を検討・調査・指導する取り組みの説

明もありました。東北地方整備局の加藤信行技術

管理課長からは、東日本大震災への対応を中心に

報告がなされ、次に各県、仙台市の関係発注機関

より各々の公共工事と関連資材の動向について報

告、説明が行われた。引き続き、各建設資材機関

より生産、出荷の報告と建設資材に関する要望事

項についての意見交換が行われました。年々減少

が続く各建設資材機関は、震災後特に発注が停滞

しており、大変苦慮されている様子でした。

　当東北支部の中にも被災した会員もありまし

たが、一部を除き、震災前の生産能力をほぼ回復

し、原材料の供給も落ち着いていますが、需要が

大幅に減少している現状を踏まえ、

　・通常の事業の早期発注

　・安定生産、安定供給のため、建設資材連絡協

　　議会等への参画と機会の増加

　・被災地企業製品の優先的使用

を要望事項として提案し、国交省、各県、仙台市

からそれぞれ検討・対応するとの回答が得られま

した。

　また、建設資材関係の価格については、特に震

災後は関係機関に調査依頼し、価格の変動を注視

し、設計に反映しているとの説明がありました。

　これらの主な資料を掲載いたしますので有効

に活用ください。

特特 集　　　集

―　５　―

美 し い あ し た を 築 く 　

本社・室蘭工場　〒050‐8510　室蘭市仲町64番地　　　　　　　　T E L　0143－44－1693　
東　北　支　店　〒980‐0804　仙台市青葉区大町２丁目６番27号　 T E L　022－261－2833　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡元ビル５階　F A X　022－261－6594
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１　国土交通省建設副産物対策について
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仙台営業所　〒980-0014　宮城県仙台市青葉区本町２丁目19番５号　
電　話　０２２（２２５）７ ８ ５ １ 　
ＦＡＸ　０２２（２６５）３ ２ ０ ５ 　

販　　　　　売　　　　　品　　　　　目　

品質で　 奉仕する　

普通セメント　
高炉セメント　
フライアッシュセメント　

シリカセメント　
ハイハード（地盤改良材）　
ハイメント（スラグ微粉末）　

●　

●　

●　

●　

●　

●　
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２　平成23年度建設投資見通し
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３　各県、政令指定都市の公共事業と関連資材の動向等について
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４　建設資材の生産・出荷状況



　例年４月下旬もしくは５月上旬に開催されてお

りました通常総会が平成23年度は東日本大震災に

よる影響で、去る７月25日（月）仙台市ホテル白

萩において開催されました。総会には、支部会員

16社21名（他に、委任状出席18社、賛助会員８社

11名）が出席されました。平成23年５月17日開催

された一般社団法人全国コンクリート製品協会定

時社員総会において、中間法人から一般社団法人

に移行する際に暫定的に承認された「認定支部」

を、平成23年度からやめることとする議案が承認

されました。また、従来の支部に相当する体制は

残すこととし、呼び方として「ブロック」を用い

ることされました。これに伴い、規約改正の議案

が審議され、新しい規約が承認されました。ほか

に、平成22年度事業報告・収支決算および平成23

年度事業計画（案）・収支予算（案）等上程された

議案について、満場一致で原案通り承認されまし

た。最後に、役員交代の件が審議され、山形県の

山科理事に代わり、東栄コンクリート工業株式会

社新田社長が理事に選任されました。岩手県につ

きましては、一沢理事１名体制とすることが承認

されました。

　土木技術研究委員会　コンクリート二次製品技

術研究会の平成22年度活動は、凍結融解による早

期劣化に及ぼす製造的要因について検討いたしま

した。具体的には、養生槽内の温度のばらつきに

よる影響、振動締固めによる空気量の減少の影響

についてです。また、これらのスケーリング抵抗

性（塩害抵抗性）に及ばす影響についてもあわせ

て検討いたしました。凍結融解試験を東北技術事

務所に依頼しておりましたが、年度内に行うこと

ができず、研究成果の報告は次年度に行うことと

致しました。

　なお、総会懇親会につきましては、６月14日に

開催された役員会において、見合わせることとさ

れました。

平成23年度平成23年度　通常総会 報告通常総会　報告

協会だより

―　24　―
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旧　条　文新　条　文

（名称、事務所）
第　１条　本支部は、全国コンクリート製品協会
東北支部と称し、事務所を仙台市に置く。

（組織）
第　２条　本支部会員は、東北各県に在住する全
国コンクリート製品協会会員又は東北各県におい
て、コンクリート製品の製造並びに販売を行う事
業者で本支部に入会を希望する会員をもって組織
する。

（名称）
第　１条　本会は、全国コンクリート製品協会東
北支部と称する。

（事務所）
第　２条　本会は、事務所を仙台市に置く。
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旧　条　文新　条　文

（目的）
第　３条　本支部は東北各県の全国コンクリート
製品協会会員の親睦を図り、製造技術を練磨し、
製品品質の向上を期し相互協力により関連業界に
正しい認識を広め、会員の健全なる発展に努力す
ることを目的とする。

（事業）
第　４条　本支部は第３条の目的達成のため常に
主管官庁等と緊密な連絡を取りその指導・協力を
受けるとともに下記の事業を行う
（１）コンクリート製品の正しい認識の普及
（２）適正価格の保持
（３）製品の品質向上並びに経営の資質向上に関
　　　する研究および普及
（４）製造技術者並びに施工技術者の養成
（５）公害、凍害対策に関する調査研究並びに普
　　　及
（６）その他目的達成のため必要な事項

　

　

（入会）
第　５条　本支部に入会しようとするものは全国
コンクリート製品協会東北支部会員１名以上の推
薦により支部長がこれを決定するものとする。

（会員資格の喪失）
第　６条　会員は次の事項によりその資格を失う。
（１）２ヶ月前に退会の届出をした場合
（２）当支部の名誉を傷つける行為により除名さ
　　　れた場合
　　　但し、脱会の時には会費の支払い等本支部
　　　に対する義務を果たさなければならない

（会費）
第　７条　本支部の経費は会費、寄付金並びに臨
時負担金を以って充当する。

（役員等）
第　８条　本支部は次の役員等を置く。
（１）支　部　長　　　１名
（２）副支部長　　　２名
（３）理　　事　　若干名
（４）監　　事　　　２名

（目的）
第　３条　本会は会員相互の親睦を図り、製造技
術を練磨し、製品の品質向上を期し相互協力によ
り関連業界に正しい認識を広め、会員の健全なる
発展に努力することを目的とする。

（事業）
第　４条　本会は第３条の目的達成のため常に主
管官庁等と緊密な連絡を取りその指導・協力を受
けるとともに下記の事業を行う
（１）コンクリート製品の正しい認識の普及

（２）製品の品質向上並びに経営の資質向上に関
　　　する研究および普及
（３）製造技術者並びに施工技術者の養成
（４）リサイクル技術、凍害対策に関する調査研
　　　究並びに普及
（５）その他目的達成のため必要な事項

（会員の構成）
第　５条　本会は、正会員及び賛助会員によって
構成する。
２　正会員は、東北各県においてコンクリート製
品の製造並びに販売を行う事業者とする。
３　本会の趣旨に賛同して、事業に協力するもの
を賛助会員とする。賛助会員に関する事項は別に
定めるところによる。

（入会）
第　６条　本会に入会しようとするものは正会員
１名以上の推薦により支部長がこれを決定するも
のとする。

（会員資格の喪失）
第　７条　会員は次の事項によりその資格を失う。
（１）２ヶ月前に退会の届出をした場合 
（２）本会の名誉を傷つける行為により除名され
　　　た場合
　　　但し、脱会の時には会費の支払い等本会に
　　　対する義務を果たさなければならない

（入会金及び会費）
第　８条　本会の経費は会費、寄付金並びに臨時
負担金を以って充当する。
２　入会を承認された正会員は、別に定められた
入会金を納めなければならない。

（役員等）
第　９条　本会は次の役員等を置く。
（１）支　部　長　　　１名
（２）副支部長　　　２名
（３）理　　事　　若干名
（４）監　　事　　　２名



旧　条　文新　条　文

（選任及び任期）
第　９条　理事は、各県の協同組合等の団体から
推薦された各２名の会員及び支部長経験者を総会
において選任する。支部長及び副支部長は理事の
互選によって定める。監事は、総会において選任
する。理事及び監事の任期は２年とし、再任を妨
げない。

（任務）
第１０条　支部長は会を代表し会務を総理する。
副支部長は支部長を補佐し、支部長事故あるとき
は、その職務を代行する。理事は理事会を構成し
会の運営をはかる。監事は会の会計を監査する。
幹事は事務局と緊密な連絡をはかり、支部運営上
の総務諸事項を協力する。

（顧問・相談役）
第１１条　本支部に顧問・相談役を置く。顧問・
相談役は支部長が理事会の承認を得て委嘱するこ
とができる。

（会議）
第１２条　本支部の会議は総会、理事会及び幹事
会とする。

　

（会計年度）
第１３条　本支部の事業年度は毎年４月１日に始
まり翌３月末日に終わるものとする。

（予算決算）
第１４条　本支部は年度末において会計報告書を
作成し総会の承認を得るものとする。

（委員会）
第１５条　本支部は第３条の目的を達成するため
に次の委員会を設けるとともに支部長は委員会の
中から推薦を受ける等により委員長及び必要に
よって副委員長を委嘱する。
（１）技術委員会
（２）広報・経営調査委員会

（賛助会員）
第１６条　本支部の趣旨に賛同して、事業に協力
するものを賛助会員とする。賛助会員に関する事
項は別に定めるところによる。

（規則の変更）
第１７条　本規約の改訂は理事会の発議により総
会の承認を得なければならない。

（選任及び任期）
第１０条　理事は、各県の正会員から推薦された
２名以内の正会員を総会において選任する。支部
長及び副支部長は理事の互選によって定める。監
事は、総会において選任する。理事及び監事の任
期は２年とし、再任を妨げない。

（任務）
第１１条　支部長は本会を代表し会務を総理す
る。副支部長は支部長を補佐し、支部長事故ある
ときは、その職務を代行する。理事は理事会を構
成し本会の運営をはかる。監事は本会の会計を監
査する。

（顧問・相談役）
第１２条　本会に顧問・相談役を置く。顧問・相
談役は支部長が理事会の承認を得て委嘱すること
ができる。

（会議）
第１３条　本会の会議は総会、理事会とする。総
会は毎年４月に開催し、必要と認めたとき、支部
長は臨時総会を招集する。理事会は支部長が必要
の都度招集し、その議長となる。

（定足数）
第１４条　本会の会議は、それぞれの定数の過半
数の出席で成立する。

（会計年度）
第１５条　本会の事業年度は４月１日から翌年３
月３１日までとする。

　

（委員会）
第１６条　本会は第３条の目的を達成するために
次の委員会を設けるとともに支部長は委員会の中
から推薦を受ける等により委員長及び必要によっ
て副委員長を委嘱する。
（１）技術委員会
（２）広報・経営調査委員会

　

（規約の変更）
第１７条　本規約の改訂は理事会の発議により総
会の承認を得なければならない。
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※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※平成23年度基本方針および事業計画、収支予算平成23年度基本方針および事業計画、収支予算

１．基本方針

　本年度は、３月11日に発生した東日本大震災の

復興へ向けたスタートの１年になるものと思われ

ます。これまでも、社会資本整備にとって必要不

可欠な製品業界でしたが、その重要性は増大する

ものと思います。徹底した品質管理を怠ることな

く、良質なコンクリート製品の供給を通して、東

北の復興に貢献してまいりたいと考えておりま

す。

　「ＥＥ東北」は、開催会場を予定していた夢メッ

セみやぎが津波により甚大な被害を受けたため

に、本年度の開催は中止となりました。復興をア

ピールすることとなる次年度に多くの会員の出展

を宜しくお願い致します。「コンクリート製品製造

業省庁合同所管事業説明会」としての開催となっ

ておりました、東北経済産業局との連携によるセ

ミナーは、企画の充実を図りながら継続して参り

たいと思います。

　実際の本会活動の推進役である各委員会の活動

は、災害復旧ならびに復興への協力を積極的に行

うため、関係機関との連携による情報の収集およ

び情報の共有化を図り、具体的支援策を検討いた

します。技術委員会におきましては、製造技術の

更なる発展のために、東北地方のコンクリート製

品が曝される厳しい環境条件や、循環型社会形成

への貢献が期待されるリサイクル材料の活用等の

諸特性を考慮したテーマについて、継続して活動

して参ります。また、ＪＩＳ認証取得工場の品質

管理責任者を対象としました、東北六県ＪＩＳ管

理者講習会についても開催の企画検討をして参り

ます。広報・経営調査委員会としましては、技術

委員会と協力して新たな研究・研修事業としての

視察研修会を今後とも継続事業として参ります。

そして、災害時の情報発信ツールとしてのホーム

ページの再構築も企画検討して参ります。

　また、２つの委員会の活動をより充実したもの

とするために、委員会活動に積極的に参加いただ

き、会員参加型の事業活動としていきたいと考え

ております。

　以上の考え方に基づいて、東北復興の支援がで

旧　条　文新　条　文

（実施期日）
第１８条　本規約は昭和４１年５月２４日より発
効する。

別　則
第　１条　本支部の入会金は５０，０００円とす
る。
第　２条　この規約に定めた事項のほか、全国コ
ンクリート製品協会規約に準ずる。

改正年月日
昭和５５年　４月１５日改正
昭和５６年　６月　６日改正
昭和５７年　５月１１日改正
昭和５９年　９月　７日改正
昭和６１年　４月　１日改正
平成１３年　６月　６日改正
平成１４年　４月２４日改正
平成２１年　４月２７日改正

（実施期日）
第１８条　本規約は昭和４１年５月２４日より発
効する。

別　則
第　１条　本会の入会金は５０，０００円とす
る。
第　２条　この規約に定めなき事項は、総会の協
議により、出席者の３分の２の承認をもって決定
する。

改正年月日
昭和５５年　４月１５日改正
昭和５６年　６月　６日改正
昭和５７年　５月１１日改正
昭和５９年　９月　７日改正
昭和６１年　４月　１日改正
平成１３年　６月　６日改正
平成１４年　４月２４日改正
平成２１年　４月２７日改正
平成２３年　７月２５日
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きるよう本会活動を展開して参りますので、ご協

力下さいますようお願い申し上げます。

２．主要項目

　　○東日本大震災の災害復旧並びに復興への積

　　　極的な協力

　　○活力ある本会運営を図るための各種事業の

　　　実施

　　○東北経済産業局と連携したセミナーの開催

　　○ニーズに対応した製品の開発のための調査

　　　研究

　　○関連団体との連携の強化

　　○委員会活動の充実

３．各種事業ならびに委員会事業計画

　�各種事業

　　○平成23年度通常総会の開催（仙台市）

　　○平成24年賀詞交歓会の開催（仙台市）

   　○会報誌等の有効な配布

　　○各種統計資料の調査及び収集

　　○委員会合同会議（委員長連絡会議）

　�技術委員会

長期的活動テーマ

　「製造技術の更なる発展のために」

短期的テーマ

　二次製品技術研究会テーマとも調整し、単

年度、複数年度の短期テーマを決定する。

○委員会の開催 (本会行事開催時に併催及び

随時)

○技術情報交換会の開催(技術委員会開催時

に併催)

○ＪＩＳ工場管理者講習会

○視察研修会開催への参画

　�広報・経営調査委員会

　　長期的委員会活動指針

　　　「プレキャスト製品化率の向上を目指して」

　　○委員会の開催 （本会行事開催時に併催及び

　　　随時）

   　○技術委員会との共催による視察研修会の企

　　　画・開催

　　○建設資材対策東北地方連絡会への参画

　　○建設物価調査会・経済調査会との意見交換

   　○会報誌２回発行 （平成23年９月・平成24年

　　　３月予定）

   　○ホームページの再編成

　�ＷＧの活動

○各委員会は必要に応じ、ＷＧを組織し、活

動を行う。

○ 各委員会と連携し、横断的な活動を行う。

　�建設技術公開「ＥＥ東北’11」

　下記、会員４社に出展申込をしていただき

ましたが、本年度は、東日本大震災による被

災のため開催中止となりました。

　　昭和コンクリート工業株式会社　東北支店

　　　　車両用防護柵基礎付Ｌ型擁壁（ＳＬ－Ｇ）

　　　　スーパーワイドボックス（ＳＷＢ）

　　　　大型ブロック積み擁壁『ゴ・ブロック』

　　東栄コンクリート工業株式会社

　　　　カビ取りくん

　　　　SULFU R CO N CRETE　レコサール

　　　　フミンコーティング

　　前田製管株式会社・前田製品販売株式会社

　　　　ダクタル床版

　　　　ＲＧＭ路面排水溝

　　株式会社丸万コンクリート

　　　　逆台形型擁壁「バランス工法擁壁」

　　　　自由勾配スリット側溝「マルチスリット

　　　　側溝」

　　　　導水溝付組立縁石「フレキシブロック」
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平成23度収支予算（案）

収入の部

摘　　　要平成22年度
決　算　額

平成23年度
予　算　額科　　　目

40社×＠120,000円5,160,0004,800,000１.普 通 会 費

15社×＠60,000円1,020,000900,000２.賛 助 会 費

1,251,1091,110,642３.繰　 越　 金

会報賛助見込額（６社分）100,000100,000４.広 告 賛 助 金

（１．平成23年度総会）  
２．JIS工場管理者講習会
３．平成24年賀詞交歓会 

640,000350,000５.研 修 会 行 事 費

追加会報代、銀行利子等13,7469,358６.雑　 収　 入

8,184,8557,270,000合　　　計

支出の部

摘　　　要
平成22年度
決　算　額

平成23年度
予　算　額

科　　　目

1,815,0742,225,000１．事　 業　 費

委員会開催経費102,461170,000技 術 委 員 会 費

　　　〃177,094230,000広報･経調委員会費

合同セミナー、JIS工場管理者講習会、視察研修会753,486850,000研修会講習会費

ホームページリニューアル　31,50075,000特 別 事 業 費

会報誌発行費（年２回）　586,595670,000会 報 費

建設新聞等広告料、名刺等75,438110,000広 報 費

会報誌送料、切手代58,500100,000通 信 費

「ＥＥ東北’12」委員会費30,00020,000負 担 金

1,401,0871,490,000２．運 営 費

平成23年度通常総会開催経費494,535250,000総 会 費

平成24年新年会行事費465,525520,000賀 詞 交 歓 会 費

役員会開催経費146,658280,000役 員 会 費

総会議案書･封筒等印刷代80,570120,000印 刷 費

各種資料送付切手代・ハガキ代6,50040,000通 信 費

参考図書代16,30420,000資 料 費

慶弔・餞別26,795100,000慶 弔 費

来賓旅費等164,200130,000旅 費 交 通 費

030,000交　 際　 費

3,858,0523,435,000３．事 務 局 費

事務処理費（事務局報酬等）3,660,0003,120,000事 務 処 理 費

諸会議等出席職員旅費89,530110,000旅 費 交 通 費

電話代94,327130,000電 話 料

事務用消耗品費3,96735,000消 耗 品 費

切手・ハガキ代99010,000通 信 費

各種送金手数料他9,23830,000雑 費

0120,000４．予　　備　　費

7,074,2137,270,000合　 　 計

―　29　―
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１．プレキャストコンクリート製品の早期劣化に

　　影響を及ぼす製造的要因の研究

　平成22年度は、東北地方整備局東北技術事務所

との協議によりテーマを“早期劣化に影響を及ぼ

す製造的要因の研究”と題して活動を行うものと

なった。早期劣化に影響を及ぼす製造的要因とし

て、蒸気養生の最高温度、振動締固めによる空気

量の減少を取り上げて、それぞれ供試体を作成し

た。年度内の凍結融解試験による評価が出来な

かった事により、今年度も、テーマを継続して活

動する。凍結融解試験等については、宮城大学の

北辻研究室に協力を頂き、前記要因の影響につい

て評価する。あわせて、塩分環境下におけるスケー

リング抵抗性に及ぼす影響についても検討する。

２．現場暴露試験の追跡調査

　当研究会では、平成17年度「混合セメント並び

に再生骨材のプレキャストコンクリート製品への

適用」のテーマに際し、試作品を現場暴露試験に

供している。高炉セメントコンクリート製品は、

水沢東バイパスに歩車道境界ブロック、花巻東バ

イパスに側溝ＵＳ２蓋付き、山形県高畠町にＬ型

擁壁、高炉セメント・再生骨材コンクリート製品

は山形県小国町に歩車道境界ブロック、米沢市に

側溝ＵＳ３蓋付きをそれぞれ設置した。平成19年

11月に目視による外観調査を実施し、凍害等顕著

な劣化は見られないことを確認しているが、今年

度、まる５年が経過することから、追跡調査を行

う。

３．新規事業

　必要に応じて随時、協議の上決定する。

４．諸会議の開催計画

事　　業　　内　　容場　所実施予定時期事　　業　　名

部内検討会（ＷＧ会議）

官側を含む検討会
仙台市内年10回程度コンクリート二次製品技術研究会

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※

平成23年度東北地方整備局コンクリート二次製品技術平成23年度東北地方整備局コンクリート二次製品技術

研究会事業計画（案）並びに収支予算（案）決定の件研究会事業計画（案）並びに収支予算（案）決定の件
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平成23度収支予算（案）
収入の部

摘　　　要
平成22年度
決　算　額

平成23年度
予　算　額

科　　　目

1,612,4511,278,884１.繰 越 金
40社×＠10,000円430,000400,000２.平 等 割 会 費
73工場×＠5,000円380,000365,000３.差 等 割 会 費

01,116４.雑 収 入
2,422,4512,045,000合　　　計

支出の部

摘　　　要
平成22年度
決　算　額

平成23年度
予　算　額

科　　　目

委員会・ＷＧ会議費28,810140,000１.部 内 委 員 会
　　　　〃19,410110,000２.包 括 委 員 会
職員等旅費73,100110,000３.旅 費 交 通 費
成果報告打合せ等106,243350,000４.研 究 発 表 会 費
実験研究費等875,0701,150,000５.研 究 開 発 費

00６.負 担 金
00７.図 集 関 係 費
切手他13,40035,000８.通 信 費
振込手数料、事務用品27,53450,000９.雑 費

0100,00010.予 備 費
1,143,5672,045,000合　　　計
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委 員 長 名 簿

会　　社　　名氏　　　名役　職
菊田陶業株式会社嶺 岸　 修技術委員長
菊田陶業株式会社加 藤　 寛広報・経営調査委員長

全国コンクリート製品協会東北支部役員名簿

備　考理事県別会　　社　　名氏　　　名役　職
宮　城菊田陶業株式会社菊 田 浩 之支 部 長
山　形前田製管株式会社前 田 直 之副支部長
福　島吉田セメント工業株式会社吉 田 栄 一 郎　 〃　
青　森ピーシーコンクリート株式会社澤 山 克 行理 事
青　森株式会社　山　　健小　川　隆　一　 〃　
岩　手一沢コンクリート工業株式会社一 沢 明 男　 〃　
宮　城横江コンクリート株式会社横 江 寛 明　 〃　
秋　田福田ヒューム管工業株式会社福 田　 明　 〃　
秋　田日本コンクリートブロック工業株式会社高 野　 仁　 〃　

（新）山　形東栄コンクリート工業株式会社新　田　裕　之　 〃　
福　島株式会社坂内セメント工業所舟 田 詔 光　 〃　

石菱コンクリート株式会社今 野 和 夫監 事
利根ジオテック株式会社前 田 光 春　 〃　
前田製管株式会社前 田 直 己相 談 役

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
※※※※※※※※※※※※※※※※※※※
改 選 役 員 名 簿改　選　役　員　名　簿
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総 会 風 景
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総 会 風 景

菊田支部長挨拶 議長を務める菊田支部長

開催状況２ 開催状況３

開催状況１今野監事による監査報告



　平成23年６月１日（水）、６月２日（木）に開催が予定されておりました「ＥＥ東北’11」は、３月11日

に発生した東北地方太平洋沖地震および津波による被害が甚大で出展申込企業を含め関係者も多数被災さ

れたこと、また、主催者・出展者とも「ＥＥ東北」を構成する企業・団体等のほとんどが建設業に携わっ

ており、このたびの震災を受け復旧復興に向け各分野においてその原動力として全力をあげていること等

の現状を踏まえ、中止することが決定されました。

　なお、下記会員４社から出展の申込をいただいておりました。ありがとうございました。また、夢メッ

セみやぎのホームページで公開されております被災状況を転載いたします。

昭和コンクリート工業株式会社　東北支店

　　　　　車両用防護柵基礎付Ｌ型擁壁（ＳＬ－Ｇ）

　　　　　スーパーワイドボックス（ＳＷＢ）

　　　　　大型ブロック積み擁壁『ゴ・ブロック』

東栄コンクリート工業株式会社

　　　　　カビ取りくん

　　　　　SULFU R CO N CRETE　レコサール

　　　　　フミンコーティング

前田製管株式会社・前田製品販売株式会社

　　　　　ダクタル床版

　　　　　ＲＧＭ路面排水溝

株式会社丸万コンクリート

　　　　　逆台形型擁壁「バランス工法擁壁」

　　　　　自由勾配スリット側溝「マルチスリット側溝」

　　　　　導水溝付組立縁石「フレキシブロック」

「ＥＥ東北’１１「ＥＥ東北’１１」開」開催中止催中止

協会だより

―　33　―
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夢メッセみやぎ被災状況
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コンクリート製品検定コンクリート製品検定２２００１１１１
協会だより
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　一般社団法人全国コンクリート製品協会では、一般市民向けの「コンクリート製品検定」を昨年度に引

き続き実施いたします。京都検定や鎌倉検定など、ご当地検定のコンクリート製品版で一般市民に馴染み

の薄いコンクリート製品に対する理解を少しでも深めてもらうことを目的として、コンクリート製品検定

実行委員会が企画運営しております。

　今年は、11月12日（土）に行われ、東北では仙台ビジネスホテルをメイン会場に、実施されます。なお、

会員社にはご案内のとおり、サブ会場の設定も可能です。ぜひ、ご参加いただくと同時に、多くの皆様へ

のＰＲをお願い致します。

������������������
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技術委員長  　　嶺　岸　　　修　

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災によって被災された皆様におかれましては、心よりお見舞い

申し上げます。

　技術委員会メンバーの各事業所では、震災により、人的、設備、製品等、様々な被害に直面することに

なりました。操業を再開するまでに、ある程度の時間を要した所が殆どで、現在も困難な問題を抱えてお

られる方々がいる状況です。当社も地震直後の製品置場は写真のように一部製品が崩れてしまいましたが

人的な被害がなかった事だけは幸いでした。

　今年度、技術委員会は、長期的活動テーマを“製造技術の更なる発展のために”として、東北地方のコ

ンクリート製品が曝される厳しい環境条件や、循環型社会成形への貢献が期待されるリサイクル材料の活

用等の諸特性を考慮したテーマについて、継続して活動して参ります。

　二次製品研究会活動としましては、平成22年度から、東北技術事務所の協力を頂く体制で活動を行って

きた “プレキャストコンクリート製品の早期劣化に影響を及ぼす製造的要因の研究”について、凍結融

解試験の実施を予定していた、東北技術事務所が震災により被災したことで、一時、活動の見通しが立た

ない状況となりましたが、平成23年度についても、継続して、早期劣化に影響を及ぼす各種要因等を実験

的に検討して参ります。現在、宮城大学・北辻教授の研究室の協力により、凍結融解試験を実施しており

ます。

　現場暴露試験の追跡調査についても実施する予定です。これは、平成17年度“混合セメント並びに再生

骨材のプレキャストコンクリート製品への適用”をテーマとして活動した際、高炉セメントコンクリート

～　技術委員会活動報告　～

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222222222222222233333333333333333333333333333333年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技技術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告平成23年度技術委員会報告

委員会からのメッセージ委員会からのメッセージ
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製品および、高炉セメント・再生骨材コンクリート製品を現場暴露試験として山形県と岩手県に設置して

あります。今年度は、５年が経過したことにより追跡調査を予定しました。

　震災から６か月を迎えようとしている技術委員会の活動は、現在、製品工場における防災策のあり方等

を検討するため、委員の皆様から、基礎調査として東日本大震災に係る意見を頂いております。震度４以

上の余震が継続して起こっていることからも、地震を警戒する取組みは必要な事と感じております。

　また、ＪＩＳ認証所得工場の品質管理責任者様を対象としました、東北六県ＪＩＳ工場管理者講習会に

ついても12月の開催予定で企画検討をして参ります。

　視察研修会につきましても、継続事業として、広報・経営調査委員会と協力しながら、有意義な研修会

となるよう企画して参りますので、よろしくお願い致します。

電話　022（225）525 1

  仙台市青葉区大町2-2-10　
　住友生命青葉通りビル12F

青森営業所　 電話　017（775）2308　

福島営業所　 電話　024（933）4400

東北支店長　松本　正信　

������������������
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広報・経営調査委員長　　加藤　寛　

　未曾有の震災から早や半年が過ぎ、徐々にではありますが、復旧、復興の兆しが見えてまいりました。

この震災により会員の皆様そして関係者の皆様にも被災された方がおられたかもしれません。この場をお

借りいたしまして、お見舞いとお悔やみを申し上げます。

　平成23年度は、震災により総会も例年より遅く平成23年７月25日（月）に開催され、広報・経営調査委

員会の事業も原案通り承認されました。

　当委員会の事業計画は、まもなく100号を迎える会報誌第98号、第99号の発行、東北地方整備局主催の建

設資材対策東北地方連絡会への参加、及びＥＥ東北の準備機関の作業部会への参加（平成23年度はすでに

中止と決定になっております。）東北経済産業局との共催によるセミナーの開催、調査会との意見交換会、

賀詞交歓会を計画しております。そして、３年目を迎える技術委員会との合同視察研修会も企画いたして

おります。また、一時、公開を中断しておりましたが、緊急時、あるいは今後の震災復興の情報発信ツー

ルとして、ホームページのリニューアルにも取り組んでまいります。皆様のご協力を宜しくお願い致しま

す。ここに、一部内容を紹介いたします。

　以上、事業を紹介いたしましたが、特に今年は震災後の建設資材等の動向の情報を、東北地方整備局の

建設資材対策東北地方連絡会並びに両調査会と蜜に連絡をとり、会員の皆様へタイムリーに情報を伝達し

ていく所存でおります。宜しくお願い致します。

　毎回誌面を通じ、委員会活動への参加の呼びかけを行っておりますが、なかなか増えません。会員参加

型の協会活動として活性化を図っていきたいと考えておりますので、ぜひ委員になっていただけますよう、

吉報をお待ちしております。

～　広報・経営調査委員会報告　～

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成2222222222222222222222222222222233333333333333333333333333333333年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててててててててててててて平成23年度事業計画について

委員会からのメッセージ委員会からのメッセージ

日時：平成23年７月29日（金）15:00～
場所：東北地方整備局　大会議室
※詳細は本号で紹介

１．建設資材対策東北地方連絡会

第98号　平成23年９月15日発行予定
第99号　平成24年３月15日発行予定

１．会報誌の発行

日時：平成23年11月９日
場所：仙台第一合同庁舎　６階会議室
講師：東北大学　源栄教授
同時に東北経済産業局、東北地方整備局、
の講演も予定しております。

１．合同セミナー（コンクリート製品製造

　　業合同所管事業説明会）

日程調整中１．調査会との意見交換会

日程調整中１．技術委員会との合同視察研修会
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　東北支部会員の皆様には大変お世話になってお

ります。支部会員紹介の機会をお借りしまして厚

く御礼申し上げます。

　また、３月11日発生の東日本大地震で被災され

た会員の皆様には心から哀悼の意を表します。

　弊社は糸平興産株式会社の100％出資子会社と

して昭和38年に創立しました。

　当初は鉱山の坑道支保工材としてコンクリート

抗枠の特許品製造で開業し、時代の要請と共に取

扱品目を拡大して農業・一般土木・住宅基礎用等

によるコンクリート二次製品の製造販売メーカー

としての地位を確立しております。

　弊社工場は次のような場所にあります。

　秋田県内の名所旧跡と言えば、「男鹿半島なまは

げ」「角館の武家屋敷」「秋田竿灯まつり」などを

ご存じの方々が多いと思いますが、工場は秋田県

の北部に位置する大館市に東北工場があり「大館

曲げわっぱ」「忠犬はち公」「きりたんぽ」などの

発祥地であります。

　また、南部に位置する横手市には横手工場があ

り「横手かまくら」「横手やきそば」「小野小町の

ふるさと」などを思い浮べて頂ければわかり易い

のではないでしょうか。

　２工場とも、あきたこまちの田園地帯に囲まれ

た自然優美な所にあり、食に限らず地酒の大変お

いしいのも自慢であります。当地の近くにお立ち

寄りの節にはご一報を下さい。

　さらに岩手県の北上市に北上工場があり「北上

夜曲」や東北三大桜名所でもある展勝地がありま

す。

　以上の３工場は≪創造力・行動力・思いやり≫

を会社理念に掲げ、満足いただける製品の供給を

通じて、地域に密着しながら永続的に社会に貢献

する企業を目標に事業展開しております。

　最後に弊社を取り巻く事業環境ですが、年度毎

に公共工事の減少を否めず需要減退・価格低迷・

原材料高騰などから、企業努力の限界を超える程

の大変に厳しい状況です。

　県内の同業各社をはじめとする我々業界の更な

る協調融和を図り、今後とも支部会員皆様の貴重

なご意見や情報交換をさせて頂きながら、打開策

を見い出してこの更なる難局を乗り切りたいと思

いますのでご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上

げます。

　1515

田中コンクリート工業株式会社

代表取締役社長　亀　谷　太　郎
取締役工場長　羽　澤　正　一

������������������
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　この度、東北支部の広報経営調査委員に就任い

たしました太平洋セメント㈱東北支店の伊神光男

と申します。

　全コン東北支部は、東北地区に製造工場を持つ

プレキャストコンクリート製品メーカーで組織す

る歴史ある業界団体であります。この広報経営調

査委員という大役をおおせつかり、気の引き締ま

る思いです。諸先輩方が培ってきた高い評価と信

頼をけがすことのないように、精一杯勤めてまい

る所存ですので、皆様方のご指導・ご鞭撻の程、

宜しくお願い申し上げます。

　プレキャストコンクリート製品は、既に我々の

快適な生活環境やインフラの整備に必要不可欠な

資材となっております。今回の東日本大震災にお

いても、震災直後から復旧作業に多くのプレキャ

スト製品が活躍して、被災地住民の安全確保と救

援・復興のための応急対応に、多大な貢献を果た

して来たことはここで説明するまでもありませ

ん。現在、被災地の復興計画が作成されている最

中ですが、被災地の地形的な条件や被害状況に

よって、地域ごとに様々な案が検討されておりま

す。被災者を思えば一目も早い復興への着手が望

まれているところです。特に、電気（プレキャス

トコンクリート製品例：ポール）、上下水道（マ

ンホール、集水マス、ヒューム管、側溝、他）、

道路（歩車道境界ブロック、舗装ブロック、他）、

鉄道（橋桁、枕木、他）、のり面保護（擁壁ブロッ

ク、他）、河川・海岸の堤防（護岸ブロック、他）

などのインフラ整備が急務となっております。

　プレキャストコンクリート製品には、製品品質

の安定、施工の安全・省力化、工期短縮、リサイ

クル材料の活用、建設廃棄物の削減、形状や表面

の意匠性付与など、現場打ちコンクリートに勝る

数多くの長所があります。特に、安定品質と工期

短縮は復興時の建設事業には極めて優位な特性で

あると思います。これらを活かしながら全コン東

北支部としても、被災地の復興計画に合致した新

規製品を開発・提案し、復興を手助けすることも

重要ではないかと思います。

　また、コンクリートには放射能の遮蔽性能（透

過の低減）があります。完全遮蔽を求める場合に

はかなりの厚みが必要となりますが、汚染物質か

らの放射線透過レベルを低減する用途であれば、

厚みを薄くすることが出来ます。プレキャストコ

ンクリート製品の保管容器であれば他の遮蔽材と

くらべて、格段に低コストで汚染物質の管理（容

器ごとの隔離や土中に埋設等）が可能となります。

既に、福島第一原発の事故により広域に放出され

た放射性物質の隔離・遮蔽容器としてプレキャス

トコンクリートブロックの活用が注目されており

ますが、全コン東北支部としても、放射線の遮蔽

性能を明確にした製品規格を作成するなどの対応

も必要ではないかと考えます。

　広報経営調査委員という立場ではありますが、

東北に活動拠点を置く者として、一日も早い健全

な復興を手助けすべく、復興ニーズ・シーズにあっ

た新規製品開発や提案を積極的に進められるよう

に微力ながら協力させて戴きますので、宜しくお

願い申し上げます。

委 員 紹 介委 員 紹 介

広報・経営調査委員会新委員紹介

太平洋セメント㈱東北支店　伊神　光男
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　東北地方を襲った未曾有の大震災から半年が過

ぎました。被災された会員各社の皆様には心から

お見舞い申し上げます。

　東北は古来より地震の多い地方として、それに

伴う津波にたびたび襲われる地方として，特に地

震対策においては、学校の耐震化や高い防波堤の

建設、震災マニュアルの設定など他の地方に比べ

重点を置いてきました。それをはるかに上回る今

回の震災。一瞬にして多くのものを失っている状

況であり、世の中の非情と無常を感じずにいられ

ません。都市部や内陸部においては、震災前の日

常と変わらない生活を取り戻していますが、沿岸

部では今なお、仮設住宅や避難所暮らしを余儀な

くされている現状があります。

　地震・大津波・原発事故・風評被害と四重苦を

背負いましたが、そんな苦境の中、東北人の寡黙

ながらも内に秘めた頑張る姿、耐える姿は世界中

から賞賛されています。この美しい東北、生まれ

育った東北、日本の風土・故郷の原点を感じさせ

る東北。復興には長い歳月がかかりますが必ずや

東北地方は再生できる、「国難」といわれるこの大

災害を乗り越えられると信じてやみません。

　“ともにがんばろう東北”　“ともに歩もう東北”

あ と が きあ　と　が　き

●委員長 ●副委員長

  加 藤　 寛  菊 田 陶 業 ㈱  高 橋　 功  菊 田 陶 業 ㈱
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